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一　
祭

　

　

礼

工成
　
日
一　
祭
　
一
月

一
日
（年
の
初
め
の
お
祭
り
）

一九
　
始
　
奈
　
一
月
二
日
（仕
事
始
め
の
お
祭
り
）

卯
　
杖
　
祭
　
一
月
十
五
日
（厄
よ
け
と
農
作
物
の
豊
凶
占
い
）

紀
　
一九
　
祭
　
一
一月
十

一
日
〈建
国
を
記
念
す
る
お
祭
り
）

祈
　
年
　
祭
　
一
一月
十
九
日
穴
■年
の
豊
作
を
祈
願
す
る
お
祭
り
）

木
　
　
　
祭
　
四
月
の
第

一
日
曜
日
（木
に
感
謝
す
る
お
祭
り
）

昭
　
和
　
祭
　
四
月
二
十
九
日
（昭
和
天
皇
を
顕
彰
す
る
お
祭
り
）

門
　
宮
　
祭
　
エハ
月

一
日
（境
内
社
櫛
磐
間
戸
神
社
の
お
祭
り
）

祇
　
園
　
祭
　
旧
六
月
七
日
（境
内
社
祇
園
神
社
の
お
祭
り
）

茅
　
輪
　
祭
　
七
月
二
十
日
・
三
十
一
日
（大
祓
　
わ
く
ぐ
り
　
厄
よ
け
神
事
）

御

井
社

祭
　
十
月

一
日
（命
の
水
の
神
社
の
お
祭
り
）

亥

の
森

祭
　
旧
十
月
初
亥
日
（旧
社
地
に
あ
る
三
生
神
社
の
お
祭
り
）

例
　
　
　
祭
　
十
月
十
五
日
（神
輿
渡
御

・
稚
児
行
列
が
お
こ
な
わ
れ
る
）

神
嘗
祭
遥
拝
式
十
月
十
七
日
（伊
勢
神
宮
の
神
嘗
祭
を
遥
拝
）

新
　
営
日　
祭
　
十

一
月
二
十
三
日
（新
米
を
お
供
え
し
感
謝
す
る
お
祭
り
）

氣
　
神
　
祭
　
十
二
月
十
二
日
Ｔ
ル御
魂
を
祀
る
氣
生
神
社
の
お
祭
り
）

天
　
長
　
祭
　
十
二
月
二
十
三
日
入
７上
陛
下
の
お
誕
生
日
の
お
祭
り
）

大
　
　
　
祓
　
十
二
月
二
十

一
日
（師
走
の
大
祓
　
十
年
の
罪
械
を
祓
う
）

除
　
一枚
　
祭
　
十
二
月
二
十

一
日
２

年
最
後
の
お
祭
り
）

月
　
次
　
祭
　
毎
月

一
日

彗
(ヾ
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和
歌
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駅
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伊
太
祁
曽
神
社

の
ご
案
内

一　
お
祀
り
し
て
い
る
神
様

五
十
猛
命

（大
屋
毘
古
神
と
も
称
す
る
）

大
屋
津
比
売
命

（左
脇
殿
　
向
か
つ
て
右
）

都
麻
津
比
売
命

（右
脇
殿
　
向
か
つ
て
左
）

一　
ご
鎮
座
の
場
所
　
　
和
歌
山
市
伊
太
祈
曽
五
五
人
番
地

一　
ご
鎮
座
の
由
来
と
沿
革

当
神
社
の
ご
鎮
座
に
つ
い
て
具
体
的
な
年
号
の
初
見
は

「続
日
本
紀
」

の
文
武
天
皇
大
宝
二
年
（西
暦
七
〇
二
）
で
す
。

神
代
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
当
神
社
は
こ
の
地
に
鎮
ま

り
ま
す
以
前
に
は
、
日
前
神
宮

。
国
懸
神
官
（通
称
日
前
宮
）
の
社
地
に

お
祀
り
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
日
前
宮
の
ご
鎮
座
が
垂
仁
天
皇
十
六

年
（西
暦
紀
元
前
十
四
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
こ
ろ
今
の

秋
月
（日
前
宮
鎮
座
地
）
よ
り
、
こ
の
山
東
（現
伊
太
祈
曽
）
に
遷
座
せ
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
地
は
現
在
の
社
殿
の
あ
る
場
所
で
は

な
く
、
南
東
に
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た

「亥
の
森
」
と
い
う
所

で
し
た
。
今
も
田
ん
ぼ
の
中
に
こ
ん
も
り
し
た
森
が
残
っ
て
お
り
、
い

か
に
も
神
奈
備
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
毎
年
旧
暦
十
月
初
亥
日
に

「亥
の
森
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

驚
喜ぎ
理
神
名
帳
に
所
載
の
神
社
（式
内
社
）
で
、
嚇
枢
舞
／
解
κ

。
新

嘗

。
相
嘗
に
預
か
る
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
平
安
期
に
は
朝
廷
の
崇
敬

が
篤
い
大
社
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

紀
伊
国
（木
の
国
）
の
一あ
宮
と
し
て
朝
野
の
崇
敬
を
受
け
、
明
治
十
八

年
国
幣
中
社
に
列
格
し
、
大
正
七
年
に
官
幣
中
社
に
昇
格
し
て
い
ま
す
。

昭
和
九
年
の
台
風
に
よ
り
社
殿
が
甚
だ
し
く
損
壊
し
ま
し
た
が
、
畏

く
も
御
内
督
金
の
ご
下
賜
に
よ
り
内
務
省
直
轄
の
工
事
で
復
興
に
着
手
、

昭
和
十
二
年
二
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

以
後
、
屋
根
の
葺
替
工
事

・
常
盤
殿
の
改
修

。
と
き
わ
山
造
園

・
神

池
の
改
修
等
の
境
内
整
備
を
経
て
今
日
の
神
社
が
あ
り
ま
す

一　

樹
木
の
神

・
緑
化
の
神
と
し
て
の
ご
神
徳

（木
の
神
）

ご
祭
神
の
五
十
猛
命
は
素
蓋
鳴
尊
の
御
子
神
様
で
、
日
本
書
紀
巻

一

（神
代
上
）
に
よ
れ
ば
、
父
神
に
従
っ
て
高
天
原
か
ら
大
人
洲
国
（日
本
）

に
天
酔
わ
れ
漁
”

‐こ、
多
く
の
樹
木
の
種
を
持
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
最

初
に
新
羅
国
（韓
国
）
に
行
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
国
に
は
植
え
な
い
で
、

大
八
洲
国
（日
本
）
に
持
ち
帰
り
、
筑
紫
（福
岡
県
）
か
ら
日
本
全
土
に
木

の
種
を
播
き
植
林
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
日
本
の
国
は
緑
の
豊

か
な
山
々
を
擁
し
、
空
青
く
水
清
き
森
林
の
育
成
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
は
、
本
の
神
様
（五
十
猛
命
）
が
お
鎮
ま
り
の
国
と
い
う
の

で

「木
の
国
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
奈
良
時
代
に
国
の
名
前
は

亥の森 (三生神社)

奥宮 (丹生神社)



二
文
字
に
し
て
雅
字
を
充
て
る
と
い
う
勅
令
が
出
さ
れ
て

「紀
伊

国
」

に
な
り
ま
し
た
。
伊
太
祁
曽
神
社
が
紀
伊
国
（紀
州
）
の
祖
神
と
い
わ
れ

る
所
以
で
す
。

・
ス
な
る
や
八
十
の
よ
織
ど
八
十
日
に
ま
き
は
ど
こ
ｔ
ｔ
神
ぞ
こ
の
神

・
↓
々
の
よ
々
の
乗
え
を
よ

の
日
の
子
え
ど
守
る
伊
ネ
祁
旨
の
神

（本
居
　
太
平
）

こ
の
よ
う
な
ご
神
徳
の
故
に
木
材
業
や
山
林
業
に
拘
わ
る
方
々
の
崇

敬
が
き
わ
め
て
篤
く
、
材
木
の
主
な
集
産
地
に
は
ご
分
霊
を
お
祀
り
し

た

「伊
太
祁
曽
神
社
」
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
四
月
（第

一
日
曜
日
）
の

木
祭
り
は
全
国
か
ら
の
崇
敬
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

一
　

厄
よ
け

・
病
難
救
済

の
ご
神
徳

（い
の
ち
神
）

大
国
主
神
が
人
上
比
売
を
め
ぐ

っ
て
八
十
神
に
命
を
狙
わ
れ
た
と
き

に
、
母
神
の
刺
国
若
比
売
が

「
こ
の
ま
ま
で
は
あ
な
た
は
八
十
神
に
殺

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
木
の
国
（紀
伊
国
）
の
大
屋
毘
古
神
（五
十
猛
命
）

の
と
こ
ろ

へ
逃
げ
な
さ
い
」
と
急
が
せ
ま
す
。
大
国
主
神
は
八
十
神
に

追
わ
れ
矢
を
射
か
け
ら
れ
ま
す
が
、
大
屋
毘
古
神
の
助
言
に
よ
り
、
木

の
俣
を
く
ぐ
り
う
ま
く
逃
れ
て
助
か
り
ま
す
。
（古
事
記
神
代
巻
上
）

卯
杖
祭

（粥
占
い
の
神
事
）

一
月
十
四
日
夜

米
と
餅
、
小
豆
で
粥
を
炊
き
、
長
さ

一
尺
程
の
竹
を
東
ね
て
そ
の
中
に
沈
め

祈
願
の
後
に
引
き
上
げ
、
竹
筒
の
中
の
粥
米
の
入
り
具
合
で
お
米
と
農
作
物

の
豊
作
を
占
い
ま
す
。

大
屋
毘
古
神
が
大
国
主
神
の
命
を
八
十
神
か
ら
救
う
と
い
う
神
話
か

ら
災
難
よ
け
の
信
仰
が
起
こ
り
、
伊
太
祁
曽
神
社
に
は
厄
よ
け
祈
願

・

病
気
平
癒
祈
願
等
に
多
く
の
参
拝
者
が
お
越
し
に
な
り
ま
す
。

特
に

一
月
十
五
日
の
卯
杖
祭
は
厄
よ
け
の
祭
典
で
あ
り
、
厄
年
の
方

が
多
く
厄
よ
け
祈
願
の
参
拝
を
さ
れ
ま
す
。

一
　

大
漁

・
航
海
安
全

の
ご
神
徳

（浮
宝

の
神
）

素
蓋
鳴
尊
は

「韓
郷
之
嶋
（中
国
大
陸
）
に
は
金
銀
の
財
宝
が
あ
る
が
、

吾
児
所
御
国
（日
本
）
に
浮
宝
（船
）
が
な
け
れ
ば
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
良
く
な
い
」
と
言
わ
れ
、
碁
髯
を
抜
く
と
杉
に
な
り
、
胸
毛
を
抜

く
と
檜
と
な
り
、
尻
毛
は
被
と
な
り
、
眉
毛
は
核
樟
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て

「杉
と
核
樟
は
浮
宝
（船
）
の
材
に
、
檜
は
社
殿
を
造
る
材
に
、

被
は
蒼
生
の
奥
津
棄
戸
（棺
桶
）
に
利
用
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

素
蓋
鳴
尊
の
御
子
神
の
五
十
猛
命
と
そ
の
妹
神
の
大
屋
津
比
売
命

・

都
麻
津
比
売
命
の
三
柱
の
神
様
は
、
全
国
に
本
の
種
を
播
き
ほ
ど
こ
し

て
紀
伊
国
に
お
鎮
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。
と
日
本
書
紀
巻
第

一
（神
代

上
）
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
交
通
手
段
は
、
陸
上
は
徒
歩
、
海
上
は
船
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
大
量
輸
送
や
食
物
の
確
保
（漁
業
）
の
た
め
に
船
は
大
切
に
さ
れ
、

そ
の
大
切
な
船
は
木
（杉
や
核
樟
）
で
造
ら
れ

「浮
宝
」
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
海
に
拘
わ
る
人
た
ち
は
船
の
守
り
神
と
し
て
木
の
神
様
を
崇
め
、

航
海
の
安
全
も
祈
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
も
大
阪
湾
か
ら
紀
伊
水

道
の
沿
岸
の
漁
師
の
方
々
の
信
仰
が
篤
い
の
は
そ
の
た
め
で
す
卍

存
３

海
上
交
通
の
手
段
で
あ
る
船
の
航
海
安
全
の
ご
神
徳
の
高
い
五
十
猛

命
は
、
自
動
車
が
普
及
す
る
と
陸
上
交
通
の
神
と
し
て
も
崇
め
ら
れ
、

今
日
で
は
、
多
く
の
方
が
車
の
交
通
安
全
を
祈
願
さ
れ
ま
す
。

茅輪祭 (わ くぐり)七月二十日・三十一日

神輿渡御 十月十五 日


